
         

                         

定
山
渓
森
林
事
務
所
は
、
札

幌
市
の
南
西
部
豊
平
川
豊
平
峡

ダ
ム
上
流
に
位
置
す
る
定
山
渓

国
有
林
、
同
じ
豊
平
川
豊
平
峡

ダ
ム
西
部
地
区
に
位
置
す
る
西

定
山
渓
国
有
林
を
管
轄
し
て
い

ま
す
。 

こ
こ
は
「
支
笏
洞
爺
国
立
公

園
」
に
含
ま
れ
た
水
源
か
ん
養

保
安
林
で
「
緑
の
ダ
ム
」
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
い
札
幌
市

１

９

７

万

人

の

上

水

道

の

８５
％
を
供
給
す
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

水
源
の
北
部
に
は
、
北
海
道

で
最
初
の
本
格
山
岳
ハ
イ
ウ
エ

イ
と
称
さ
れ
る
国
道
２
３
０
号

線
が
横
断
し
て
お
り
、
各
所
で

定
山
渓
の
雄
大
な
景
色
を
一
望

出
来
る
こ
と
か
ら
、
景
観
に
配

慮
し
た
森
林
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。 

当
地
区
の
周
辺
に
は
各
種
の

観
光
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

都
市
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
も
自

然
に
あ
ふ
れ
る
エ
リ
ア
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
四
季
折
々
の
自
然

を
楽
し
む
べ
く
多
く
の
人
が
訪

れ
て
い
ま
す
。 

定
山
渓
中
学
校
で
は
、
定
山

渓
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
平
成

２２
年
か
ら
植
樹
活
動

を
行
い
な
が
ら
、
身
近
な
森
で

保
全
を
考
え
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
外
来
種
も
含
め
既
に
森

林
生
態
系
が
出
来
上
が
っ
て
い

る
状
況
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の

生
物
が
住
み
「
排
除
」
で
は
な

く
「
共
生
」
を
目
指
し
た
保
全

の
方
向
を
探
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
札
幌
市
南
区
に
あ
る

北
海
道
札
幌
南
陵
高
校
で
は
、

管
内
の
大
蛇
ケ
原
湿
原
に
お
い

て
、
動
植
物
、
微
小
生
物
の
観

察
、
水
質
調
査
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
現
在
の
生
物
や
水
質

の
状
況
と
約

４０

年
前
の
調
査

結
果
と
の
比
較
・
考
察
に
つ
い

て
、
平
成

３０
年
度
北
の
国
・
森

林
づ
く
り
技
術
交
流
発
表
会
で

の
報
告
に
向
け
当
事
務
所
の
上

野
森
林
官
補
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
、
共
同
で
の
報
告
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

国
有
林
の
管
理
経
営
以
外
に
、

水
源
の
か
ん
養
、
国
土
の
保
全
、

森
林
景
観
の
維
持
と
い
っ
た
、

森
林
の
持
っ
て
る
公
益
的
機
能

が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
今

後
も
森
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
を

は
じ
め
、
あ
ら
た
め
て
森
林
の

重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
る
な

か
で
、
札
幌
市
民
は
も
と
よ
り
、

広
く
道
民
の
皆
さ
ん
に
森
林
、

林
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
こ

の
定
山
渓
国
有
林
か
ら
色
々
な

情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、

重
要
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。 

豊平峡ダム 

石狩森林管理署 

定山渓森林事務所 

首席森林官 鈴木嘉一  

こ ん に ち は 森 林 官 です! 
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